
左
図
（
上
）
に
示
さ
れ
る
よ
う
に

北
海
道
に
は
独
自
の
ヒ
ト
の
歩
み
の

歴
史
が
あ
る
。
そ
れ
は
気
温
、
降
雪
、

海
流
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
、
食
料

（
左
図
中
）
は
海
産
物
な
ど
狩
猟
が

主
流
で
あ
っ
た
。
や
が
て
本
州
と
の

交
易
が
進
み
、
金
属
器
が
流
入
（
左

図
下
）
。
北
海
道
か
ら
は
ア
ザ
ラ
シ

の
毛
皮
や
ニ
シ
ン
、
サ
ケ
が
大
量
に

渡
っ
た
。
物
資
を
強
く
求
め
る
側

（
本
州
）
が
対
価
を
集
め
た
。

サ
ケ
利
用
の
歴
史
を
考
古
学
の
見

地
か
ら
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
サ
ケ
は

産
卵
地
環
境
の
安
定
が
必
要
で
、
地

形
発
達
や
気
候
変
動
に
よ
っ
て
、
資

源
量
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
安
定

的
な
水
産
資
源
で
は
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
考
古
学
の
エ
ビ
デ

ン
ス
が
仮
説
を
裏
付
け
る
醍
醐
味
が

示
さ
れ
た
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
日
本
人
と

ユ
ダ
ヤ
人
の
関
わ
り
に
つ
い
て

聞
か
れ
た
ら
何
と
答
え
ま
す
か
。

お
そ
ら
く
一
番
多
い
の
は
、
リ

ト
ア
ニ
ア
領
事
代
理
の
杉
原
千

畝
で
し
ょ
う
。
一
九
四
〇
年
、

彼
は
独
断
で
ビ
ザ
を
発
行
し
、

数
千
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
助
け
ま
し
た
。

実
は
彼
よ
り
二
年
前
に
数
千
人
の
ユ
ダ

ヤ
人
を
助
け
た
人
物
が
い
た
の
で
す
。

今
回
は
そ
の
軍
人
樋
口
季
一
郎
陸
軍
中

将
（
左
写
真
）
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
略
歴

ま
ず
は
樋
口
中
将
の
略
歴
で
す
。

一
八
八
八
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九

〇
九
年
陸
軍
士
官
学
校
を
卒
業
。
一

九
一
九
年
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
参
加
す

る
他
、
東
欧
各
地
に
駐
在
武
官
と
し

て
赴
任
、
陸
軍
き
っ
て
の
ロ
シ
ア
通

と
し
て
知
ら
れ
る
。
一
九
四
二
年
か

ら
北
部
軍
司
令
官
と
し
て
指
揮
し
た
。
。

■
な
ぜ
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
っ
た
か

で
は
な
ぜ
樋
口
中
将
は
ユ
ダ
ヤ
人

を
助
け
よ
う
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
彼
が
東
欧
出
張
の
際
、

宿
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
東
洋
人
で
あ

る
こ
と
を
理
由
に

断
ら
れ
た
の
で
す

が
、
ユ
ダ
ヤ
人
の

一
家
が
貧
し
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
温

か
く
受
け
入
れ
精

一
杯
も
て
な
し
て

く
れ
た
経
験
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
こ

う
し
て
ユ
ダ
ヤ
人

に
好
印
象
を
持
ち
、

後
に
ユ
ダ
ヤ
人
を

助
け
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

で
は
彼
は
ど
の

よ
う
に
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
一
九
三
八
年
三
月
、
当
時
ド

イ
ツ
で
は
ヒ
ト
ラ
ー
率
い
る
ナ
チ
ス

が
台
頭
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
迫
害
し
て

い
ま
し
た
。
迫
害
か
ら
逃
れ
た
一
部

の
ユ
ダ
ヤ
人
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ソ
連

を
通
り
、
満
州
国
と
ソ
連
の
国
境
オ

ト
ポ
ー
ル
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

彼
ら
は
満
州
国
を
通
り
上
海
に
行
こ

う
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
満

州
国
外
交
部
は
ド
イ
ツ
と
の
関
係
を

考
え
、
彼
ら
の
入
国
を
渋
り
、
マ
イ

ナ
ス
30
度
の
中
、
足
止
め
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
樋
口

中
将
は
独
断
で
満
州
国
外
交
部
に
入

国
を
許
可
す
る
よ
う
指
示
し
、
満
州

鉄
道
総
裁
に
掛
け
合
い
、
護
送
列
車

を
要
請
し
承
諾
を
得
ま
し
た
。
列
車

で
ユ
ダ
ヤ
人
を
移
送
し
、
臨
時
の
収

容
先
で
温
か
い
食
事
を
用
意
さ
せ
、

ユ
ダ
ヤ
人
の
身
も
心
も
温
め
た
の
で

す
。
こ
の
樋
口
中
将
の
決
断
力
が
多

く
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
い
ま
し
た
。

■
軍
上
層
部
に
正
当
性
を
主
張

し
か
し
、
こ
の
出
来
事
が
ド
イ
ツ

に
伝
わ
り
、
ド
イ
ツ
の
駐
日
大
使
か

ら
正
式
に
抗
議
を
受
け
ま
す
。
抗
議

書
は
陸
軍
に
回
さ
れ
、
外
務
省
・
陸

軍
内
部
で
は
樋
口
中
将
の
決
断
を
問

題
視
す
る
声
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
彼
は
満
州
国
の
関
東

軍
司
令
部
に
反
論
を
込
め
た
手
紙
を

送
り
ま
し
た
。
す
る
と
司
令
部
に
出

頭
を
求
め
ら
れ
、
事
実
上
の
査
問
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
樋
口
中
将
と
対

面
し
た
の
は
、
関
東
軍
参
謀
長
東
條

英
機
で
し
た
。
席
上
、
樋
口
中
将
は

「
日
本
も
満
州
も
ド
イ
ツ
の
非
人
道

的
国
策
に
屈
す
べ
き
で
は
な
い
」
と

自
ら
の
正
当
性
を
主
張
し
、
さ
ら
に

東
條
に
対
し
て
「
ヒ
ト
ラ
ー
の
行
動

が
正
し
い
か
」
と
問
い
た
だ
し
ま
し

た
。
東
條
は
冷
徹
な
男
で
、
カ
ミ
ソ

リ
東
條
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

合
理
的
な
一
面
が
あ
り
、
筋
の
通
る

話
に
は
理
解
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
こ
の
問
題
を
不
問
に
付
し
、

ド
イ
ツ
の
抗
議
を
「
人
道
上
の
配
慮

で
行
っ
た
も
の
」
と
し
て
一
蹴
し
事

な
き
を
得
ま
し
た
。

■
ユ
ダ
ヤ
人
が
助
命
懇
願

こ
の
話
に
は
後
日
談
が
あ
り
ま
す
。

一
九
四
五
年
終
戦
直
後
、
日
本
に
不

当
に
侵
攻
を
始
め
た
ソ
連
赤
軍
に
対

し
、
樋
口
中
将
が
反
撃
を
指
示
し
、

大
損
害
を
与
え
た
た
め
、
ソ
連
か
ら

戦
犯
指
名
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
米
国
に
渡
り
樋
口
氏
に
助

命
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
米
国
政
府

に
彼
の
助
命
を
懇
願
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が

ソ
連
の
要
求
を
拒
否
し
た
の
で
す
。

以
上
が
樋
口
中
将
が
ユ
ダ
ヤ
人
を

助
け
た
「
オ
ト
ポ
ー
ル
事
件
」
の
概

要
で
す
。
で
は
ま
た
次
回
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。
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と
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ユダヤ人を救った
もう一人の日本人

樋口季一郎氏

つ
き
さ
っ
ぷ
郷
土
資
料
館

（
北
部
軍
司
令
官
官
邸
）

樋
口
氏
は
第
二
代
司
令
官

連
続
講
座
「
北
海
道
の
自
然
・
歴
史
が
形
作
っ
た
小
樽
を
考
え
る
」
（
似
鳥
文
化
財
団

主
催
）
第
４
回
は
「
考
古
学
か
ら
北
海
道
を
俯
瞰
す
る
」
と
題
し
、
福
井
淳
一
氏
（
（
公

財
）
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
が
講
演
さ
れ
た
。
北
海
道
と
本
州
の
違
い
を
気
候
、

ヒ
ト
の
流
れ
、
食
料
、
交
易
な
ど
か
ら
考
古
学
の
知
見
に
よ
り
分
析
、
提
示
さ
れ
た
。
北

海
道
で
は
本
州
と
の
差
を
活
か
し
て
暮
ら
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

年
表
、
食
料
選
択
、
モ
ノ
の
流
れ
を
本
州
と
比
較
す
る
と
違
い
が
明
ら
か
に
な
る
。


